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一
　
危
機
と
リ
ス
ク

　
「
危
機
管
理
し
讐
リ
ス
ク
管
理
」
は
近
年
流

行
の
用
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
危
機
」
や

「
リ
ス
ク
」
は
、
管
理
可
能
な
も
の
と
想
定

さ
れ
、
未
然
の
段
階
で
の
対
処
に
よ
っ
て
そ

の
現
実
化
を
回
避
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
管
理
さ
れ
る
べ
き
対
象
は
、

「
危
機
」
や
「
リ
ス
ク
」
を
現
実
化
さ
せ
る

よ
う
な
人
の
行
為
で
あ
る
。

　
法
制
度
に
お
い
て
、
こ
の
両
者
は
近
似
的

・
連
続
的
な
関
係
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
た
と
え
ば
内
閣
法
一
五
条
二
項
は
「
危

機
管
理
」
を
「
国
民
の
生
命
、
身
体
又
は
財

産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
、
又
は
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
緊
急
の
事
態
へ
の
対
処
及
び
当

該
事
態
の
発
生
の
防
止
し
と
定
義
し
て
い
る

が
、
こ
こ
に
い
う
「
緊
急
の
事
態
」
に
は
、

大
規
模
な
自
然
災
害
や
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
る
災
害
の
ほ
か
、
武
力
攻
撃
事
態
、
テ

ロ
や
暴
動
、
感
染
症
の
蔓
延
、
経
済
危
機
な

ど
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
定
義
の
下
で
は
「
危
機
し

と
「
リ
ス
ク
」
は
相
対
化
さ
れ
、
一
括
し
て

超
法
規
的
な
管
理
の
対
象
と
み
な
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
「
危
機
」
の
氾
濫
に

　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
ロ

は
注
意
を
要
す
る
。

ニ
　
リ
ス
ク
社
会

　
予
見
さ
れ
る
損
害
と
そ
の
蓋
然
性
（
発
生

確
率
）
の
積
と
い
う
意
昧
で
の
リ
ス
ク
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
古
来
よ
り
存
在
し
、
人
々
は

保
険
等
の
社
会
制
度
に
よ
っ
て
こ
れ
に
対
応

し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て

私
た
ち
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ
ス

ク
は
、
規
模
の
大
き
さ
と
現
れ
方
の
複
雑
さ

の
点
で
、
以
前
の
そ
れ
と
は
様
相
が
か
な
り

異
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の

中
で
、
科
学
技
術
が
高
度
化
・
大
型
化
す
る

と
と
も
に
、
安
全
性
が
証
明
さ
れ
て
い
な
い

科
学
技
術
の
利
用
も
日
常
化
し
た
。
こ
の
結

果
、
公
害
・
環
境
問
題
な
ど
、
産
業
活
動
や

自
然
科
学
の
発
展
の
負
の
側
面
が
顕
在
化
す

る
一
方
で
、
既
存
の
経
済
・
政
治
構
造
が
こ

の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
必
ず
し
も
有
効
に

対
処
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き

た
。
こ
う
し
た
時
代
状
況
に
対
す
る
包
括
的

な
診
断
を
示
し
た
の
が
、
｝
九
八
六
年
に
公

刊
さ
れ
た
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
の
著
書

　
　
　
　
へ
き
マ

『
リ
ス
ク
社
会
輪
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
ベ
ッ
ク
の
同
書
や
橘
木
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ホ
レ

編
『
リ
ス
ク
学
入
門
貼
（
全
五
巻
）
な
ど
を

参
考
に
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
リ
ス
ク
問

題
が
重
大
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
要
因
を
確
か

め
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
長
期
的
な
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
①

前
述
の
よ
う
な
科
学
技
術
の
高
度
化
・
大
型

化
に
と
も
な
っ
て
害
悪
の
重
大
さ
と
確
率
の

不
透
明
さ
が
増
す
中
で
、
②
社
会
関
係
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
（
国
際
的
な
相
互
依
存
の
強

化
）
と
バ
ル
カ
ン
化
（
社
会
的
意
思
決
定
過

程
の
分
裂
と
複
雑
化
、
利
害
関
係
の
錯
綜
）

の
同
時
進
行
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク
制
御
に
関

す
る
限
り
一
国
的
な
統
治
シ
ス
テ
ム
は
機
能

不
全
に
陥
り
つ
つ
あ
る
一
方
、
③
社
会
の
構

成
員
は
、
将
来
世
代
を
も
拘
束
す
る
問
題
へ

の
対
処
に
つ
い
て
、
適
切
な
意
思
決
定
の
方

法
を
見
出
せ
ず
に
い
る
。
た
と
え
ば
、
原
子

力
発
電
所
の
設
置
、
食
晶
・
医
薬
晶
の
安
全

性
確
保
、
遺
伝
子
工
学
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て

各
国
の
施
策
が
変
転
し
、
分
岐
し
て
い
る
こ

と
を
参
照
す
れ
ば
、
問
題
の
現
状
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
事
情
の
下

で
、
各
個
人
は
ま
す
ま
す
リ
ス
ク
を
自
分
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
立
場
に
追
い
や
ら

れ
て
き
た
し
、
ま
た
、
リ
ス
ク
が
現
実
の
損

害
に
転
化
し
た
場
合
の
責
任
の
所
在
は
ま
す



ま
す
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
短
期
的
な
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
④

「
リ
ス
ク
の
緩
衝
地
帯
」
と
し
て
の
中
間
団

体
の
弱
体
化
や
ひ
と
り
世
帯
・
高
齢
世
帯
の

増
加
と
い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ

て
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
リ
ス
ク
対
応
力
が
低

下
し
て
き
た
こ
と
、
⑤
近
年
の
新
自
由
主
義

の
下
で
、
リ
ス
ク
の
回
避
は
「
自
己
責
任
」

と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
対
応
力
に
つ

い
て
格
差
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
、
⑥
マ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
っ
て
リ
ス
ク

関
連
情
報
が
氾
濫
し
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
リ

ス
ク
意
識
が
否
応
な
く
高
め
ら
れ
た
こ
と
、

な
ど
の
事
情
も
、
リ
ス
ク
問
題
が
喫
緊
の
課

題
と
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
要
因
だ
と
い
え

る
。
こ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
、
未
知
の
事
象

に
対
す
る
リ
ス
ク
が
個
人
レ
ベ
ル
で
は
過
大

に
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
過
剰
な

「
安
心
・
安
全
し
施
策
が
容
認
さ
れ
る
背
景

に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三

現
代
社
会
に
お
け
る

法
的
問
題
と
し
て
の
リ
ス
ク

　
リ
ス
ク
問
題
が
先
鋭
な
法
的
関
心
事
に
な

っ
て
き
た
理
由
は
、
憲
法
・
刑
事
法
の
視
点

か
ら
は
基
本
的
自
由
（
学
問
の
自
由
な
ど
）

の
事
前
抑
制
や
積
極
的
「
警
察
」
概
念
へ
の

転
換
の
是
非
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
民
事
法
の
視
点
か
ら
は
、
過
失
責
任
主

義
の
限
界
や
民
事
事
件
の
立
証
責
任
配
分
原

則
の
修
正
が
そ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
ド
イ
ツ
と

鷺
本
の
公
法
学
会
が
「
安
全
と
リ
ス
ク
」
の

問
題
を
学
会
の
テ
ー
マ
と
し
た
の
も
、

九
・
二
以
後
の
テ
ロ
対
策
に
関
す
る
法
的

検
討
と
い
う
要
因
も
加
わ
っ
て
い
る
と
は
い

え
ー
こ
の
問
題
が
近
代
的
法
原
則
の
根
底

に
か
か
わ
る
も
の
だ
と
い
う
認
識
に
基
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
レ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
右
が
理
論
的
な
背
景
だ
と
す
れ
ば
、
実
際

的
な
背
景
は
、
環
境
・
消
費
者
訴
訟
な
ど
の

現
代
型
訴
訟
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
評
価
が
司

法
の
場
で
審
理
対
象
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ

と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
来
、
リ
ス
ク
評

価
は
政
策
的
決
定
や
行
政
計
画
の
過
程
で
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
前
述
の
よ

う
な
統
治
シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
の
結
果
、

リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
…
シ
ョ
ン
が
法
的
審

級
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
U
・
ベ
ッ
ク
も
、
裁
判
所
を
、
法
令
や

議
会
を
媒
介
と
し
な
い
で
　
　
つ
ま
り
政
治

・
経
済
権
力
や
専
門
家
集
団
の
枠
組
み
に
囚

わ
れ
な
い
で
ー
リ
ス
ク
制
御
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
二
つ
の
主
柱
の
ひ
と
つ
と
み

　
　
　
　
　
む
レ

な
し
て
い
る
。

　
最
近
、
日
本
の
最
高
裁
判
所
判
決
（
補
足

意
見
）
の
中
で
、
「
リ
ス
タ
か
ら
の
保
護
義

務
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
行
政
処
分
の
根
拠
規
定
を
定
め
て
い

る
個
別
法
の
目
的
・
理
念
と
憲
法
上
の
保
障

（
人
格
権
）
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
讐
生

命
・
健
康
等
の
…
…
利
益
に
対
す
る
重
大
な

侵
害
の
リ
ス
ク
か
ら
周
辺
住
民
を
保
護
す
べ

き
義
務
を
［
処
分
行
政
庁
が
U
負
わ
さ
れ
て

い
る
」
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の

種
の
リ
ス
ク
評
価
を
司
法
の
場
で
争
う
こ
と

に
つ
い
て
、
「
生
命
健
康
等
に
重
大
な
損
害

を
被
る
と
い
う
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

周
辺
住
民
か
ら
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
本

来
、
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
レ

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
詳
論
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、

リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
！
シ
ョ
ン
を
司
法
の

判
断
過
程
に
積
極
的
に
載
せ
よ
う
と
す
る
見

解
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
リ
ス
ク
評
価
を
法
的
に
行
う
場
合
、
最
近

で
は
、
危
険
・
リ
ス
ク
・
残
存
リ
ス
ク
と
い

う
三
段
階
モ
デ
ル
が
用
い
ら
れ
る
（
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
レ

で
は
、
通
説
・
判
例
と
さ
れ
て
い
る
）
。
こ

の
モ
デ
ル
は
、
「
危
険
」
の
防
除
は
自
由
権

規
制
法
と
し
て
の
警
察
法
の
規
制
モ
デ
ル
を

適
用
す
る
一
方
、
「
残
存
リ
ス
ク
」
は
法
的

に
許
容
さ
れ
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
両
端
を
画
し
、
こ
れ
ら
の
中
間
に
あ

る
「
リ
ス
ク
」
を
法
的
制
御
の
対
象
と
し
て

括
り
出
す
点
に
有
用
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
こ
こ
で
の
リ
ス
ク
に
は
、
“
リ
ス
ク
評

価
を
誤
る
リ
ス
ク
”
（
第
二
次
的
リ
ス
ク
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

も
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
法

的
な
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

国
家
に
よ
る
最
低
水
準
の
危
険
防
除
を
前
提

と
し
、
多
様
な
社
会
集
団
に
よ
る
制
御
を
法

的
手
続
の
　
　
と
く
に
司
法
過
程
の
　
　
組

上
に
載
せ
な
が
ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
不
断

に
評
価
の
見
直
し
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
だ
と
い

　
　
　
　
　
　
ハ
タ
ロ

う
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
災
害
予
防
・
災
害
復
興
と

　
　
リ
ス
ク
対
策
法
制

　
本
特
集
は
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な

「
リ
ス
ク
」
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
を
ふ
ま
え
、

主
と
し
て
自
然
災
害
の
予
防
と
復
興
の
法
制

度
を
検
討
す
る
。

　
一
九
九
五
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

以
降
、
こ
の
一
五
年
近
く
の
間
に
災
害
対
策

の
法
制
度
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
経
験
が
蓄
積

　
　
　
　
ハ
リ
レ

さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
こ
の
間
、
地
震
災
害

だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
二
〇
〇
〇
年
の
鳥

取
西
部
地
震
、
二
〇
〇
三
年
の
宮
城
県
北
部

地
震
、
十
勝
沖
地
震
、
二
〇
〇
四
年
の
新
潟

中
越
地
震
、
二
〇
〇
七
年
の
能
登
半
島
地

震
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
二
〇
〇
八
年
の

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な
ど
、
各
地
で
深
刻

な
災
害
が
生
じ
て
お
り
、
法
制
度
の
実
効
性

が
問
わ
れ
て
い
る
（
さ
ら
に
い
え
ば
、
地
球

的
な
規
模
で
、
熱
帯
低
気
圧
や
集
中
豪
雨
等

に
よ
る
災
害
、
地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な
被

5一災害・リスク対策法鯛の現状と課題



害
な
ど
が
頻
発
し
て
い
る
）
。
自
然
災
害
の

発
生
そ
の
も
の
は
、
た
し
か
に
「
管
理
」
の

対
象
で
は
な
い
が
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て
各

個
人
の
生
活
が
受
け
る
ダ
メ
ー
ジ
は
、
生
活

を
支
え
る
物
的
条
件
や
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
い
っ
た
人
為
的
側
面
に
よ
っ
て
大
き
く
左

右
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
災
害
の
予

防
、
被
災
者
・
被
災
地
の
応
急
的
救
援
、
被

災
者
の
生
活
再
建
と
被
災
地
の
復
興
等
の
諸

段
階
に
つ
い
て
法
制
度
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
大
き
い
。
そ
し
て
そ
こ
で
現
れ
る
諸
問
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
公
法
・
私
法

・
社
会
法
・
都
市
計
画
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
分
野
か
ら
の
総
合
的
な
解
明
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、

本
特
集
で
は
、
災
害
・
リ
ス
ク
対
策
法
制
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
到
達
点
と
今
後

の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。

　
下
山
論
文
「
災
害
・
リ
ス
ク
対
策
法
制
の

歴
史
的
展
開
と
今
日
的
課
題
し
は
、
人
権
保

障
・
法
治
主
義
・
民
主
主
義
の
視
点
か
ら
制

度
と
問
題
の
歴
史
的
な
概
観
を
行
っ
て
い

る
。
同
論
文
は
、
危
機
管
理
・
災
害
対
策
法

制
の
成
立
と
展
開
の
経
緯
を
あ
と
づ
け
、
理

念
型
と
し
て
、
①
対
症
療
法
的
制
度
の
寄
せ

集
め
か
ら
総
合
性
・
計
画
性
の
確
保
へ
、
②

集
権
的
な
緊
急
事
態
法
制
か
ら
分
権
的
・
地

方
自
治
に
根
ざ
し
た
民
主
的
法
制
へ
、
③
災

害
救
助
法
制
に
お
け
る
恩
恵
・
治
安
措
置
か

ら
権
利
保
障
と
し
て
の
給
付
へ
、
と
い
う
変

化
を
確
認
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
「
危

機
管
理
」
立
法
と
し
て
の
性
格
も
帯
有
し
て

い
る
近
年
の
災
害
対
策
立
法
の
性
格
を
分
析

す
る
際
に
、
有
用
な
尺
度
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
同
論
文
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
三
区
分
に
つ
い
て
、
本
来
は
相
互
に
機

能
を
補
填
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
き
た
概

念
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
と
く
に
「
共

助
」
の
概
念
）
、
近
年
の
立
法
や
政
策
の
中

で
「
役
割
分
担
」
と
し
て
（
換
言
す
れ
ば

「
公
助
」
機
能
の
放
棄
・
後
退
な
ど
と
し
て
）

理
解
さ
れ
て
い
る
点
を
、
批
判
的
に
検
討
し

て
い
る
。
今
後
の
制
度
や
理
念
の
見
直
し
を

行
う
上
で
一
つ
の
重
要
な
論
点
だ
と
い
え
よ

う
。

　
市
橋
論
文
「
事
態
対
処
法
制
と
災
害
対
策

法
制
」
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
の
北
朝
鮮
に

よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
に
対
す
る
国

（
自
衛
隊
、
消
防
庁
）
と
都
道
府
県
の
対
応

を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
法
制

の
は
ざ
ま
に
あ
る
問
題
点
を
検
討
し
、
両
法

制
を
一
体
的
・
総
合
的
に
扱
お
う
と
し
て
い

る
行
政
実
務
（
そ
し
て
実
際
に
は
事
態
対
処

法
制
陸
防
衛
法
制
の
優
位
と
そ
れ
に
基
づ
く

運
用
に
収
敏
さ
れ
る
こ
と
）
の
危
険
性
を
喝

破
し
て
い
る
。

五
　
災
害
対
策
法
制
の
現
状
と
課
題

　
災
害
の
予
防
と
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す

る
法
制
度
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
大

田
論
文
「
災
害
予
防
の
法
制
度
と
課
題
」
と

生
田
論
文
「
被
災
者
・
被
災
地
に
対
す
る
再

建
支
援
の
法
制
度
に
つ
い
て
の
考
察
」
で
あ

る
。
大
田
論
文
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
ほ

か
、
九
五
年
の
耐
震
法
や
九
七
年
の
密
集
法

の
制
定
・
改
正
な
ど
と
相
ま
っ
て
減
災
対
策

が
拡
充
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
あ
と
づ
け
な
が

ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
減
災
の
諸
施
策

問
の
総
合
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
生
田
論
文
は
、
一
九
九
八
年
制
定
の

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
二
〇
〇
四
年
改

正
と
二
〇
〇
七
年
改
正
を
経
て
、
目
的
が
変

質
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同

法
が
被
災
世
帯
の
年
収
・
年
齢
制
限
を
撤
廃

し
た
こ
と
（
富
裕
層
を
も
支
援
の
対
象
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
）
に
つ
い
て
、
「
生

活
再
建
支
援
」
と
い
う
公
共
目
的
を
放
棄
し

た
こ
と
に
つ
い
て
強
い
疑
問
を
投
げ
か
け
て

い
る
。
そ
し
て
、
「
一
律
支
援
の
見
舞
金
方

式
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
、
必
要
な
と
こ
ろ

に
的
確
に
必
要
な
支
援
が
投
入
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
考
え
る
」
べ
き
こ
と
を
提
案
し

て
い
る
（
後
述
の
吉
田
論
文
は
、
生
田
論
文

と
は
異
な
る
立
場
か
ら
、
同
法
の
問
題
点
と

し
て
、
家
屋
の
「
全
壊
・
大
規
模
半
壊
」
の

認
定
と
い
っ
た
保
障
対
象
の
限
定
や
、
自
治

体
の
財
源
負
担
の
大
き
さ
な
ど
を
指
摘
し
て

い
る
）
。
「
災
害
弱
者
し
に
対
す
る
支
援
策
は

今
後
の
法
制
度
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
人
見
・
前
田
論
文
「
防
災
行
政
と
地
方
自

治
体
」
は
、
共
助
の
担
い
手
と
し
て
の
消
防

団
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
阪
神
淡
路
大
震
災
な

ど
の
災
害
救
助
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
担
い

手
の
減
少
と
常
備
消
防
の
広
域
化
に
よ
っ
て

災
害
対
策
上
の
支
障
が
生
じ
る
危
険
性
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
消
防
事
務
の
広
域
化
は
、

防
災
が
地
方
自
治
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
か
ら
考
え
て
も
、
大
き
な
問
題
点
を
孕
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
災
害
・
リ
ス
ク
対
策
法
制
に
お
け
る
主
要

な
問
題
分
野
の
ひ
と
つ
が
、
原
子
力
発
電
所

の
設
置
・
管
理
に
関
す
る
法
制
で
あ
る
。
川

合
論
文
、
原
子
力
発
電
所
を
め
ぐ
る
防
災
・

リ
ス
ク
対
策
法
制
の
現
状
と
課
題
」
は
、
原

子
力
発
電
所
に
対
す
る
耐
震
性
の
調
査
・
評

価
（
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
、
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ

ト
）
を
中
心
に
、
現
行
法
制
の
下
で
も
主
務

大
臣
等
の
各
種
命
令
に
よ
り
一
定
程
度
の
安

全
性
確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
や
安
全
性
評

価
の
手
続
の
整
備
等
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
ア

メ
リ
カ
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
例
を
参
照
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
効
的
な
問
題
解
決
の

あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
。

　
吉
照
論
文
っ
居
住
福
祉
法
学
か
ら
見
た

『
弱
者
包
有
的
災
害
復
興
』
の
あ
り
方
」
は
、

近
時
の
新
自
由
主
義
的
な
コ
ス
ト
削
減
論
な
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い
し
自
己
責
任
論
で
は
な
く
、
市
民
生
活
の

シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
確
保
と
い
う
居
住
福
祉

法
学
の
視
点
か
ら
、
社
会
的
弱
者
（
居
住
・

災
害
弱
者
）
へ
の
包
有
的
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
的
）
な
公
共
的
支
援
を

し
て
い
く
方
途
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
論

文
が
指
摘
す
る
災
害
補
償
（
被
害
補
填
）
問

題
へ
の
法
律
学
の
関
心
の
低
さ
に
は
、
日
本

特
有
の
歴
史
的
要
因
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
大
日
本
帝
国
憲
法
二
七
条
が
私

的
所
有
権
の
絶
対
を
定
め
る
一
方
で
公
用
収

用
の
補
償
を
立
法
政
策
に
委
ね
た
た
め
、
災

害
等
に
よ
る
私
有
財
産
の
損
害
は
私
的
空
間

で
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
っ
て
公
共
の

関
心
事
で
は
な
い
（
立
法
政
策
に
よ
る
配
慮

の
問
題
で
あ
る
）
と
い
う
理
解
が
戦
後
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
な
レ

い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
青
山
論
文
「
米
国
に
お
け
る
災
害
対
応
・

復
興
の
法
シ
ス
テ
ム
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
災

害
救
助
及
び
緊
急
支
援
法
（
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

法
）
と
そ
の
実
行
を
担
う
連
邦
緊
急
事
態
管

理
庁
に
お
け
る
対
応
を
中
心
に
、
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
の
襲
来
に
よ
る
大
災
害
の

経
験
や
そ
の
後
の
法
改
正
な
ど
の
例
を
挙
げ

つ
つ
、
全
米
規
模
で
の
統
括
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
と
現
状
を

紹
介
し
て
い
る
。
吉
田
論
文
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
多
様
な
被

災
者
支
援
制
度
は
日
本
に
お
い
て
も
参
考
に

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、

「
リ
ス
ク
の
緩
衝
地
帯
」
と
し
て
の
地
域
社

会
を
構
築
す
る
施
策
も
、
災
害
・
リ
ス
ク
対

策
法
制
の
中
で
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ

き
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）
　
以
上
の
よ
う
な
「
危
機
」
概
念
の
用
例
と

問
題
点
に
つ
い
て
、
本
誌
後
掲
の
下
山
論
文

（
「
お
わ
り
に
し
の
指
摘
等
）
を
参
照
。
危
機
管
理

・
リ
ス
ク
管
理
に
か
か
わ
る
諸
分
野
の
法
制
度
の

概
観
と
し
て
、
野
口
貴
公
美
・
幸
照
雅
治
編
『
安

全
・
安
心
の
行
政
法
学
臨
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇

九
年
が
あ
る
。

（
2
）
霞
鴨
鐸
じo
①
。
ぎ
穿
ぎ
鵯
の
亀
の
畠
聾
－
》
鼠

留
筥
≦
①
α
q
籔
蝕
器
碧
号
お
窯
＆
Φ
簿
P
這
c。
。
。

（
東
廉
・
伊
藤
美
登
里
訳
『
危
険
社
会
も
法
政
大

学
出
版
局
、
一
九
九
八
年
）
。
同
書
に
よ
れ
ば
、

現
代
社
会
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
否
定
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
不
適
切
で
も
あ
る
。
む
し

ろ
必
要
な
の
は
、
何
を
リ
ス
ク
と
み
な
す
の
か
、

そ
し
て
そ
れ
を
（
否
定
す
る
の
で
は
な
く
）
ど
の

よ
う
に
制
御
す
る
の
か
に
関
す
る
意
思
決
定
を
、

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
開
か
れ
た

も
の
に
す
る
こ
と
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
橘
木
俊
詔
・
長
谷
部
恭
男
・
今
墨
員
俊
・

益
永
茂
樹
編
『
リ
ス
ク
学
入
門
脳
（
全
五
巻
）
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。

（
4
）
　
二
〇
〇
三
年
ド
イ
ツ
国
法
学
養
大
会
の
テ

ー
マ
「
異
な
る
国
家
理
解
・
憲
法
理
解
に
照
ら
し

て
み
た
自
由
と
安
全
の
保
証
」
お
よ
び
「
行
政
法

を
通
じ
た
リ
ス
ク
制
御
i
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

可
能
化
か
制
限
か
」
（
＜
＜
σ
ω
費
①
ω
｝
b
・
0
9
）
、

二
〇
〇
六
年
の
日
本
公
法
学
会
の
テ
ー
マ
「
現
代

に
お
け
る
安
全
と
自
由
」
の
下
で
の
諸
報
告
を
参

照
。
た
と
え
ば
、
ω
籍
α
R
閃
段
報
告
の
法
治
国
家
原

理
・
基
本
権
保
護
義
務
・
安
全
講
求
基
本
権
と
い

う
三
段
階
モ
デ
ル
に
対
す
る
≧
Φ
婿
の
「
な
ぜ
生

命
・
葭
由
・
財
産
に
対
す
る
権
利
か
ら
で
は
な

く
、
法
治
国
家
原
理
と
い
う
客
観
的
原
理
か
ら
出

発
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
批
判
（
ぐ
＜
Q
ω
轟

じo

創
舞
ψ
一
謡
輿
ω
い
総
）
、
○
誘
鴇
報
告
に
対
す

る
鎮
貰
の
蕊
簿
の
「
安
全
と
リ
ス
ク
の
問
題
領
域

を
区
別
す
べ
き
だ
し
と
い
う
批
判
（
費
鉾
ρ

ψ
一
8
）
、
大
石
報
告
の
「
予
防
国
家
的
な
安
全

は
、
自
由
国
家
的
な
安
全
の
理
念
と
原
理
的
に
相

容
れ
な
い
」
と
い
っ
た
指
摘
（
公
法
研
究
六
九
号

［
二
〇
〇
七
年
］
四
〇
頁
）
や
、
弩
安
全
の
中
の
自

由
」
論
に
対
す
る
白
藤
報
告
の
批
判
（
同
誌
・
四

五
頁
以
下
）
な
ど
。

（
5
）
　
頃
の
o
〆
勲
鉾
ρ
｝
ω
ゆ
認
（
邦
訳
四
五
七

頁
）
。
も
う
一
つ
の
主
柱
は
、
竃
＆
冨
呂
慶
導

蕪
畠
竃
騨
（
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

メ
デ
ィ
ア
と
い
う
公
共
圏
）
で
あ
る
。

（
6
）
　
最
大
判
二
〇
〇
五
（
平
成
｝
七
）
・
一
二

・
七
民
集
五
九
巻
｝
○
号
二
六
四
五
頁
（
小
田
急

高
架
化
事
件
）
の
藤
田
宙
靖
裁
判
官
補
足
意
冤
。

こ
の
考
え
方
は
、
す
で
に
、
藤
脳
宙
靖
「
許
可
処

分
の
第
三
者
の
哩
法
律
上
保
護
さ
れ
た
利
益
』
し

（
初
出
・
二
〇
〇
一
年
）
岡
『
行
政
法
の
基
礎
理

論
・
上
巻
鮎
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
、
二
八
五
頁

で
示
さ
れ
て
い
た
。

（
7
）
　
下
山
憲
治
『
リ
ス
ク
行
政
の
法
的
構
造
駈

敬
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
、
二
二
頁
以
下
に
よ
れ

ば
、
こ
こ
に
い
う
「
危
険
」
と
は
「
あ
る
現
象
が

そ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
あ
る
行
為
又
は
あ
る
状

態
が
十
分
な
蓋
然
性
を
も
っ
て
警
察
法
上
の
保
護

法
益
に
対
す
る
損
害
を
も
た
ら
す
状
態
」
で
あ

り
、
地
方
、
「
残
存
リ
ス
ク
し
と
は
「
法
的
に
要

請
さ
れ
る
安
全
（
性
）
水
準
を
充
足
す
る
、
法
的

に
許
容
さ
れ
た
リ
ス
ク
」
で
あ
り
、
こ
の
中
聞
に

位
置
す
る
「
リ
ス
ク
」
と
は
「
あ
る
現
象
が
そ
の

ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
あ
る
行
為
又
は
あ
る
状
態
が

損
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
状
態
し
で
あ

る
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ク
概
念
を
め
ぐ

る
近
年
の
理
論
動
向
の
検
討
と
し
て
、
下
山
・
葡

掲
書
の
ほ
か
、
山
醗
洋
「
リ
ス
ク
管
理
と
安
全
」

公
法
研
究
六
九
号
（
二
〇
〇
七
年
）
六
九
頁
以

下
、
戸
部
真
澄
『
不
確
実
性
の
法
的
制
御
貼
信
山

社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
六
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）
　
》
。
ω
。
箒
鱒
冨
茜
）
匹
ω
欝
o
露
①
需
避
轟

恥
畦
9
く
Φ
寒
鉱
鎗
鋤
鵯
お
o
簿
”
ぎ
ω
蓉
⇔o
貸

①
o
。
導
ψ
貿
O
鉾
　
下
山
・
前
掲
書
四
二
頁
以
下
。

（
9
）
　
行
政
法
の
視
点
か
ら
の
理
論
的
・
制
度
的

な
検
討
点
の
豊
括
的
考
察
と
し
て
、
山
本
隆
司

、
リ
ス
ク
行
政
の
手
続
法
構
造
」
城
山
英
明
・
山

本
隆
司
編
『
融
け
る
境
　
超
え
る
法
5
・
環
境
と

生
命
鮎
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
三

頁
、
大
橋
洋
一
「
リ
ス
ク
を
め
ぐ
る
環
境
行
政
の

課
題
と
手
法
」
長
谷
部
恭
男
編
『
リ
ス
ク
学
入
門

3
・
法
律
か
ら
み
た
リ
ス
ク
』
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
七
年
、
五
七
頁
な
ど
。

（
⑳
）
　
法
律
時
報
で
も
、
特
集
と
し
て
、
一
九
九

五
年
八
月
号
（
六
七
巻
九
号
）
で
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
と
法
」
、
一
九
九
七
年
一
一
月
号
（
六
九

巻
一
二
号
）
で
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
三
年
し

を
テ
ー
マ
と
す
る
諸
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
U
）
　
最
大
判
一
九
六
八
（
昭
和
餌
三
）
・
一
一

・
二
七
浸
集
一
三
巻
二
一
号
二
八
Q
八
頁
（
在
外

資
産
喪
失
補
償
請
求
事
件
）
に
も
こ
の
よ
う
な
思

考
が
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
帝
国
憲
法
二
七

条
と
損
失
補
償
に
つ
い
て
は
、
岡
田
正
則
、
明
治

憲
法
体
制
確
立
期
に
お
け
る
国
の
不
法
行
為
責
任

ω
」
爾
山
法
学
二
九
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一

二
ー
一
三
頁
。

　
　
（
お
か
だ
・
ま
さ
の
り
　
早
稲
懸
大
学
教
授
）
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